
「酷暑日」：気温40℃以上の日
船橋市立医療センター院長　茂木　健司

今年の夏も暑くなりそうです。昭和８年７月25日に山形市で40.8℃が観測され、私が小学生だった昭和40年代
には、「日本で最も暑い場所は山形市で、最高気温は40.8℃」というのが常識でした。当時の夏も暑かったものの、
30℃を超える日は今ほど多くなく、夏休みに時折訪れる真夏日には、友人たちと学校の開放プールや市営プールへ出
かけ、夢中になって遊んだことを懐かしく思い出します。

ところが、日本最高気温の記録は、平成19年に埼玉県熊谷市と岐阜県多治見市で40.9℃が観測されたことで、74年
ぶりに更新されました。その後も最高気温は上昇を続け、令和７年８月には群馬県伊勢崎市で41.8℃が記録されました。

気象庁では、25℃以上を「夏日」、30℃以上を「真夏日」、35℃以上を「猛暑日」と
定めています。そして近年は40℃を超える日も珍しくなくなり、今年、気象庁は「酷暑日」
を定めました。「猛暑」を超える表現が必要になったこと自体、気候の変化を実感させ
ます。

私たちの体には体温を調節する機能がありますが、その能力には限界があります。特
に高齢者や小さなお子さんは熱中症の危険が高く、室内でも発症します。こまめな水分
補給と適切な冷房の使用を心掛け、この夏も元気に乗り切りましょう。

●発行年月日/令和８年７月１日　●編集/船橋市立医療センター広報委員会　●発行責任者/院長　茂木　健司
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令和８年３月７日（土）、日本医療マネジメント学会第24回千葉県支部学術集会の事務局を当
院が担当し、船橋市民文化創造館（きららホール）にて開催いたしました。

本学術集会では、「病院スタッフを守る～院内で生じる事柄から職員を守り、支える取組み～」
をテーマに掲げ、医療安全の新たな視点として、医療従事者を支えることの重要性について考え
る機会となりました。

医療現場では患者安全の確保が最優先である一方、医療事故や有害事象に関与した医療者が
精神的・身体的な苦痛を抱える「Second victim（第２の犠牲者）」の問題も重要な課題となっ
ています。本学術集会では、この課題に対し、第一線でご活躍されている専門家による特別講演
を通じて、具体的な対応や支援のあり方に
ついて多くの示唆が得られました。

また当日は、千葉県内の医療機関から多
職種による研究発表が多数行われ、施設や
職種の枠を超えた多様な視点から、医療現
場における課題解決に向けた実践的な取り
組みが共有されました。会場では活発な議
論も交わされ、参加者にとって新たな気づ
きを得る有意義な機会となりました。

当院発表者のコメント～学会発表を終えて～

▶『独自のつらさの問診票を用いたスクリーニングの導入の現状と今後の課題』
A6病棟　看護師　髙橋　正樹

医療マネジメント学会で、がん患者さんへの相談支援についての研究を行い発表しました。研
究を通して、患者さんやご家族の不安を丁寧にくみ取り、必要な支援につなげる大切さを改めて
学びました。今後も安心して療養できる支援を心がけていきます。

▶『シェアド・リーダーシップを活用した初診がん患者の苦痛のスクリーニング　 運用プロセス』
患者支援センター　主任看護師　水内　里美

私は、外来初診時にがんと診断されている患者さんにがん相談支援センターを知っていただ
くための取り組みを発表しました。その過程でどのようにリーダーシップを発揮したかを振り返
り、今後の課題を見つけることができました。

この貴重な経験を活かし、今後もより良い相談支援の提供に努めてまいります。

特 集

日本医療マネジメント学会日本医療マネジメント学会

第24回千葉県支部学術集会　　　を開催しました！第24回千葉県支部学術集会　　　を開催しました！
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▶『外来看護師との協働による入院前支援の効率化と待ち時間短縮への取り組み』
患者支援センター　主任看護師　熊澤　いづみ

私は、患者サポートセンターを利用する患者さんをお待たせしない取り組みを考えました。そ
れは、外来スタッフと協力し、入院サポートセンターに出向くまでの時間を利用して入院問診票
を記載することで、患者さんの待ち時間短縮に繋がりました。

今後も院内スタッフ間で協力し、患者さんが安心して入院できるような支援を行っていきます。

▶『麻しん患者対応から見えた職業感染管理体制の再構築の必要性』
感染制御室　看護師長　宮澤　邦子

麻しんは感染力が極めて強いため、職員の感染防止のためのワクチン接種が重要です。当院
では麻しん患者の受け入れを通じ、委託職員を含む全職員のワクチン接種歴管理の重要性を再
認識しました。今年は全国的に麻しんが流行しています。今回の学びを基に、より安全な医療提
供体制の構築に努めてまいります。

▶『入院支援“新しいかたち”：動画×医療DXの活用』
患者支援センター　副主任看護師　石田　美希

限られた環境下で、医療DXを導入し、患者さんに安心して入院していただけるよう作成した
「入院前説明動画」について学会で発表しました。

部署スタッフと工夫を重ねてきた取り組みを多くの方に発信することができ、大変貴重な経験
となりました。

今後もより良い患者支援につながるよう取り組んでいきたいと思います。

▶『酸素ボンベ用圧力調整器発火事故例と報告』
臨床工学科　技士　岩崎　美香

2024年11月、当院において搬送用人工呼吸器の使用に際し酸素ボンベを開栓したところ、
発火を伴う減圧弁の破裂事故が発生し、 操作をした医師が上肢熱傷を負いました。
当時の事故を振り返り原因究明や使用時の注意点、当院で行った対策を報告したことで他施

設への危険性の周知や県内での事故発生率の低下に繋がればいいなと思います。

会長　茂木　健司（船橋市立医療センター院長）

日本医療マネジメント学会日本医療マネジメント学会

第24回千葉県支部学術集会　　　を開催しました！第24回千葉県支部学術集会　　　を開催しました！

− 3− 船橋市立医療センターNews　No.69



新たな仲間を迎えて

感染リンクスタッフ２名および感染制御室が感染リンクスタッフ２名および感染制御室が
第９回薬剤耐性（AMR）あるある川柳に入選しました！第９回薬剤耐性（AMR）あるある川柳に入選しました！

４月１日に令和８年度辞令交付式が行われまし
た。医師38名、看護職47名の計85名の新たな仲
間を迎え入れ、職員は総勢1,234名となり、新年度
がスタートしました。

４月10日に開催された院内での新人歓迎会では、
職種の垣根を超えて交流を深め、終始和やかな笑顔
に包まれた時間となりました。自己紹介の場面では、趣味や特技などの意外な一面も披露され、会場
が大きな拍手や笑いに包まれる場面もありました。

今後も当院の基本理念である「相互信頼の医療」を胸に、新たな仲間をはじめ職員一同、患者さん
に信頼される病院を目指して邁進してまいります。

薬剤耐性（AMR）とは、感染症を引
き起こす原因となる微生物に、本来で
あれば効果があるはずの薬が効かなく
なることをいいます。

2025年11月、当院の感染リンクス
タッフを中心とした57名で、国立健康
危機管理研究機構AMRリファレンス
センター主催「第９回薬剤耐性あるあ
る川柳」に応募しました。川柳を通して、
職種に関わらずAMR問題について考
え、抗菌薬の正しい知識を持つことを目的に参加しました。
全国から応募総数1628点の中から、当院スタッフ２名の
作品が銀賞・佳作に入選しました。また、このような当院
の取り組みについて、特別賞「たくさんのご応募に感謝賞」
を感染制御室に頂きました。

銀賞『抗菌薬　使わぬ勇気も　治すすべ』を詠んだペン
ネーム　リハマッツ（理学療法士　松本泰志）さんは、「こ
のたびはこのような賞をいただき、ありがとうございます。
医療の現場では、『何かをすること』を評価されがちですが、

『何もしない』という選択肢にも大きな意味を感じていま
す。リハビリでも今は全身状態に応じてあえて動くことを
止める選択肢もあります。この一句が、抗菌薬の使い方を
改めて考えるきっかけになれば嬉しいです。」
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泌尿器科部長　深沢医師が
ドクターが薦める専門医に認定されました！

ドクターが薦める専門医とは、ドクター オブ ドクターズ ネットワークⓇ

に所属する医師（特別顧問・評議員）により推薦され、各評議員会で選考
された医師のうち、就任の同意を得た医師を指します。

推薦基準は、「特別顧問・評議員本人もしくは、家族が入院や手術が必要
となった場合に、お願いしたいと思える医師であること」や「患者からも
医師からも信頼がおける高いレベルの専門性を有すること」などで、選考
を行う特別顧問・評議員から一人でも反対があった場合は選出されません。

今回の認定を受け、深沢医師より「このような価値ある専門医の一人に
名を連ねていただけるとは全く思っていませんでした。他の医師からの推薦でのみ
認定されるとのことですので、大変身の引き締まる思いでおります。今後とも、専
門性の高い医療情報を患者さん、ご家族にできるだけ分かりやすく提示すること
を心がけていきます。これからも、患者さんが病気に立ち向かっていける環境を私
個人だけでなく病院全体で作っていきたいと思います。」と言葉がありました。

� ドクターが薦める専門医に関する詳細はこちら▶

公益財団法人日本医療機能評価機構 
病院機能評価の更新認定を受けました

当院は、公益財団法人日本医療機能評価機構による病院機能評価の訪
問審査を、令和７年12月24日と25日の２日間にわたり受審しました。

病院機能評価は、国民が安全で安心な医療を受けられるよう、病院組
織全体の運営管理および提供される医療について、基本的な活動（機能）
が適切に実施されているかどうかを評価する仕組みです。この第三者機
関による評価を通じて明らかになった課題に対し、病院が改善に取り組
むことで、医療の質の向上が図られます。また、職員の改善意欲が高ま
り、多職種間の相互理解が深まることで、連携の強化や教育面での効果
も期待されます。

当院では、訪問審査の結果、評価機構の定める評価項目をすべて満たしていることが認められ、令
和８年４月３日に「一般病院２ 機能種別版評価項目 3rdG Ver.3.0」の更新認定を受けました。平成
12年の初回認定から、今回で認定６回目の更新認定となります。評価は、「患者中心の医療の推進」「良
質な医療の実践１」「良質な医療の実践２」「理念達成に向けた組織運営」の４つの領域に分類され、
それぞれに評価項目が設定されており、全部で88項目あります。

そのうち、当院は「地域に向けて医療に関する教育・啓発活動を行っている」および「救急医療機
能を適切に発揮している」の２項目において、最も高い評価であるＳ評価であり、秀でているとの評
価を受けました。

また、83項目においてはＡ評価であり、適切に行われているとの評価をされています。
今後も、当院の理念である『患者さんに信頼される医療』の実現に向け、職員一丸となって継続的

な質改善に取り組んでまいります。そして、高度急性期病院として高い医療水準の診療を提供できる
よう努め、地域医療に貢献してまいります。
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当院は省エネに取り組んでおります。ご協力お願いいたします。



今年度から当院に入職いたしました、加藤弦太と申しま
す。 私は幼少期よりアレルギー疾患などで通院する機会
が多く、その際に子供である私にわかりやすい説明をして
くださる医師の先生に強い憧れを抱いておりました。また、
祖父を癌で亡くした経験から、癌治療に携わりたいと強く
思い、医師を志しました。

入職後１ヶ月経ちますが、手技のひとつから患者さんと
の関わり方まで、日々たくさんのことを学びながら充実し
た毎日を過ごしております。先輩方や同僚から学ぶことは

もちろん、患者さんからも多くのことを学ばせていただく
姿勢を大切にし、自分の成長につなげていきたいと考えて
おります。

これからも仲間と協力しながら、１日も早く皆様から信
頼される医師となれるよう努力してまいります。

研修医の

つぶやき

医師を志した理由を聞きました

臨床研修医　加藤　弦太

医 療 を 学 ぼ う！ in 図 書 館

※予定は変更や中止する場合もありますので、広報ふなばしや図書館HP、
　医療センターホームページ等でご確認ください � 患者支援センター

　当院では、市民の皆様に身近な船橋市内の図書館において、毎月医療講演会を開催しております。

●今後の予定　
　　　　　　　船橋市西図書館　要申し込み　先着30名　
　　　　　　　毎月１日９：30から受付開始：船橋市西図書館（TEL：047-431-4385）へお申し込みください。

日程 演題 演者

７月22日（水） 14：00～15：00 人生の最後に受けたい医療 緩和ケアセンター長　有賀　隆

８月20日（木） 14：00～15：00 最近の糖尿病薬について 代謝内科医長　寺山　諒

９月16日（水） 14：00～15：00 心不全をご存じですか？　
　～実はよくある、多くの方に関わる病気です～ 循環器内科部長　沖野　晋一

●最近の講演会の様子
医療講演会(船橋市西図書館)
　４月16日（木）
　「顔のピクピク、顔の痛みに困っていませんか？～顔面痙攣、三叉神経痛について～」
　脳神経外科部長　畑山　和己　

　今年度最初の図書館医療講演会は、満席の申し込みとなり、とても多くの方が
参加されました。講演は、顔の動きや感覚について、解剖学の観点から、皆さん
が日ごろよく経験される顔のピクピク（痙攣）のメカニズムや原因・治療につい
てわかりやすい説明があり、そして顔の痛みとして感じる三叉神経痛についても同様に詳しくお話がありました。
治療においては、実際の手術症例写真の紹介もあり、参加者の皆さんはとても興味深く見入っていました。講演
後のアンケートでは「顔の神経のことがよくわかった」「専門的なことだがわかりやすい資料が多く勉強になった」

「脳神経外科の受診を考えても良いことを知った」などの意見がありました。参加の皆さんにとって有意義な時間
となった様子で、開催者としてもとても嬉しく感じました。

出張医療講演会（船橋市北図書館）　
　５月20日（水）「大腸がんは防げるがんです　～検診から内視鏡治療まで～」　消化器内科副部長　東郷　聖子
医療講演会(船橋市西図書館)
　６月17日（水）「高齢者に多い泌尿器科悪性腫瘍について」　泌尿器科部長　深沢　賢
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病院ボランティア（患者さんの案内や図書の整理など）を募集しています。詳しくは、医事課まで



次回のお知らせ公開医療講座

第60回　「一緒に学ぼう腎臓病教室 ～腎臓病って何なの～」
日　時　令和８年７月９日（木）14：30～15：30	 会　場　きららホール （船橋FACEビル６階）

参加費　無料	 	 	 講　師　清水　英樹 （腎臓内科部長）

定　員　当日先着190人 （予約不要）	 	 問い合わせ　医事課

【ご参加いただく方へのお願い】
※予定は変更や中止する場合もありますので、当院ホームページをご確認ください。
※マスク着用は個人の判断が基本となります。
※手洗い等の基本的な感染対策にご協力をお願いいたします。
※当日は発熱などの症状がある場合は来場をお控えください。

認知症ケアチームは、認知症をもつ患者さんとご家族が、
病院での時間を少しでも安心して療養できるように寄り添う
ことを大切にして活動をしています。メンバーは精神科医師、
老人看護専門看護師、認知症看護特定認定看護師、医療ソー
シャルワーカー（MSW）の４名で構成されています。

病棟ラウンドでは、患者さんの様子や生活背景を丁寧に確
認し、より良いケアに繋がるよう多職種で協働しながら個別
性の高い支援を進めています。また、スタッフからの相談対
応や家族への説明にも柔軟に対応し、日々の不安や困りごと
に一緒に向き合うチームを目指しています。

今後は、コロナ禍以前に実施していた院内デイケアの再
開を目指し、患者さんが安心して生活機能維持や社会的交流
を図れる場づくりを考えています。これからも認知症ケアの
質向上に向け、引き続き院内全体と連携しながら活動を進め
ていきます。

認知症ケアチームの看護活動の紹介

※詳細は当院ホームページの採用情報をご覧ください。

【仕事内容】�病棟における�
看護業務

【時　　給】�2,072円～�
※賞与あり

⃝助産師
♦夜勤専従
【仕事内容】�手術室、�

病棟における看護業務
【時　　給】��2,222円～�

※賞与あり

⃝看護師

【問い合わせ】総務課

会計年度任用職員 採　用　募　集
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外　来　担　当　医　師　一　覧　表 令和8年7月1日現在

担当医師は、状況により変更することがありますので、受診の際には当院のホームページ等でご確認ください。
※特殊外来の小児循環器、小児神経、小児腎臓、小児アレルギー、小児内分泌の予約および予約変更は午後2時から4時の間に小児科外来へ電話してください。

月 火 水 木 金 備考

内
科

新 患
福田国彦/中尾彩理紗 清水　英樹 

平野　聡/安藤　健
友藤　仁美 〔交替医〕 野田健斗/藤田圭太 (月)第１・３・５福田、第２・４中尾

(火)第１・３・５清水、第２平野、第４安藤
(金)第１・３・５野田、第２・４藤田

呼 吸 器 天野　寛之 
野田　健斗

鹿野　幸平 
中村　　純

天野　寛之 
藤田　哲雄

中村祐之/藤田圭太/尾﨑大祐 
中村　　純

鹿野　幸平 
藤田　哲雄

(木)中村（祐）が午前、藤田/尾﨑が午後
（第１・３・５藤田、第２・４尾﨑）

消 化 器

東郷　聖子 
伊在井亮/石井清文

伊在井　亮
中尾彩理紗/福田国彦

西村　駿

安藤　健/藤井渚夕 
西村　　駿 
石井　清文

水本英明/福田国彦 
笠松伸吾/東郷聖子 

中尾　彩理紗

小林　照宗 
藤井　渚夕 
笠松　伸吾

一段目と三段目の医師は、原則、
消化器内科からの予約患者のみ
(水)安藤が11時まで、藤井が11時から
(木)水本が午後1時30分まで、福田が午
後1時30分から
(月)第１・３・５伊在井、第２・４石井
(火)第１・３・５中尾、第２・４福田
(木)第１・３・５笠松、第２・４東郷
(火)西村、(木)中尾は、午後のみ

代 謝 河村　治清 河村　治清 寺山　　諒 友藤　仁美
肥満症治療薬外来

寺山　　諒 (木)肥満症治療薬外来は午後のみ、完全
予約制（第１・３・５河村、第２・４寺山）

腫 瘍 髙橋　秀和 平野　　聡 髙橋　秀和 平野　　聡 完全予約制
腎 臓 午　 前 山口　裕之 原　　勇人 清水　英樹 完全予約制

午　 後 清水　英樹 笠原　千晶 腹膜透析外来
リウマチ 
・膠原病

午　 前 窪田沙也花/清水英樹 盛田　一智 
原　　勇人

原　勇人/笠原　千晶 完全予約制
(月)午前は、第１・３・５窪田、第２・４清水
(金)午前は、第１・３・５原、第２・４笠原午　 後 山口　裕之 安部　　樹 山口　裕之 清水　英樹

心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー

循 環 器
内 科

予 約
内山　貴史
杉岡　怜奈

沖野　晋一 
後藤　宏樹

岩田　　曜 
林　智彦/内山貴史

丘　慎清/須藤洋尚 
青山　里恵

石脇　　光 
福澤　　茂

(月)杉岡は第２のみ
(水)第１・３・５林、第２・４内山
(木)第１・３・５丘、第２・４須藤

新 患

青山里恵/岩田　曜
石脇　光/沖野晋一

石脇　光/青山里恵 丘　慎清/須藤洋尚 沖野晋一/後藤宏樹 内山貴史/林　智彦 (月)第１青山、第２・４岩田、第３石脇、第５沖野 
(火)第１・３・５石脇、第２・４青山 
(水)第１・３・５丘、第２・４須藤 
(木)第１・３・５沖野、第２・４後藤 
(金)第１・３・５内山、第２・４林

心 臓 血 管 外 科 〔手術日〕 櫻井学/大森智瑛 〔手術日〕 〔手術日〕 午前11：00～
緩 和 ケ ア 内 科 有賀　　隆 午後1：00～　予約患者のみ

精 神 科
新 患 大矢　雅樹 宇田川雅彦 中谷　圭吾 大矢　雅樹 新患は事前予約が必要（電話も可）

（月）、（金）大矢は午前11時00分～
（月）宇田川は午後１時30分～
（木）午前は宇田川/大矢が隔週交代、午後は大矢

再 来
大矢雅樹/ 宇田川雅彦 宇田川雅彦/田浦弦太 宇田川雅彦/中谷圭吾 宇田川雅彦/大矢雅樹 大矢雅樹/中村　知

小 児 科 島﨑　俊介 
青藤　　潤

佐藤　純一 
岸村　美宥

丹羽　淳子 
内山　　薫

木谷　　豊 
河内　　遼

伊賀　裕子 
坂井　美穂

外
科

新患（消化器・一般） 〔交替医〕 〔交替医〕 〔交替医〕 〔交替医〕 〔交替医〕
消 化 器・ 一 般 夏目　俊之

吉岡　隆文
遠藤　悟史 野手　洋雅 小林　拓史

髙木大地/榎本崚冴
吉岡　隆文/米川千里

大塚　亮太
(木)髙木が午前、榎本が午後
(金)吉岡が午前、米川が午後

乳 腺 青柳　智義
南村　真紀

〔交替医〕 青柳　智義 
松崎　弘志

〔交替医〕 松崎　弘志
南村　真紀

完全予約制
(火)(木)は再診のみ

整 形 外 科
三橋　弘崇
田口　智也
高瀬　　完
〔手術日〕

大原　　建 
鈴木　　諒

鮫田　寛明 
染谷　幸男

國安　晃弘
橋本瑛子/佐藤優太

〔手術日〕

矢野　　斉
照屋　裕紀
〔手術日〕

(木)の二段目は原則、第１橋本、第２～
５佐藤

形 成 外 科 〔手術日〕 小野紗耶香 
山口　真依

小野紗耶香 
山口　真依

乳房再建外来 
〔手術日〕

小野紗耶香 
山口　真依

脳神経外科 予　約
内藤　博道
新美　　淳 
田坂　研太

〔手術日〕 畑山　和己
中村　　元

安間　芳秀
〔手術日〕

根本　文夫 （木）安間は第1のみ

新　患 〔交替医〕 〔交替医〕 内藤　博道 〔交替医〕 〔交替医〕

脳 神 経 内 科
鶴岡　　淳 宗像　　紳 完全予約制

（水）第１・３・５の午前のみ
（木）第2・4の午後1：30～

呼 吸 器 外 科
荒牧　　直 
佐藤　　知

〔手術日〕 〔手術日〕 
一ノ瀨修二

荒牧　　直
佐藤　　知
木下　孔明

〔手術日〕 （水）は予約患者のみ

皮 膚 科 川島　秀介
渡邊　裕太

山江　美歩
渡邊　裕太

川島　秀介
山江　美歩

川島　秀介 
山江　美歩

川島　秀介
渡邊　裕太

新患は紹介状が必要

泌 尿 器 科 藤原　夏樹
小野田雄介

深沢　　賢 
樋口　耕介

樋口　耕介 
小林　和樹

深沢　　賢 
小林　和樹

田中　稔久 
岩井　純平

産 婦 人 科
大谷　美鶴 
石井　彩加

石井　彩加 
 

〔手術日〕

佐々木直樹 
〔交替医〕 
〔手術日〕

佐々木直樹 
横須賀愛恵

横須賀愛恵
大谷　美鶴

（火）は婦人科のみ
（水）・（金）の産科は予約患者のみ

眼 科
大木恵里佳 
〔交替医〕
〔手術日〕

松枝　美文
〔交替医〕

小林　悠里
〔交替医〕 
〔手術日〕

小林　悠里 
小林　晋二

久我　紘子 
太田　聡美

（月）・（火）・（水）は予約患者のみ
（紹介状ありは可）

耳 鼻 い ん こ う 科 清水　　駿 
坂本　夏海

〔交替医〕 
〔手術日〕

小林　皇一 
坂本　夏海

 
〔手術日〕

小林　皇一 
清水　　駿

放 射 線 治 療 科 荒木　　仁 荒木　　仁 
小野澤正勝

小野澤正勝 荒木　　仁 
小野澤正勝

小野澤正勝 完全予約制

麻 酔 科 〔交替医〕 〔交替医〕 〔交替医〕 〔交替医〕 〔交替医〕 予約患者のみ
歯 科 口 腔 外 科 津川野の花/村野彰行 村野　彰行 村野　彰行 村野　彰行 村野　彰行 （月）津川が午前、村野が午後

新患は紹介状が必要

特
殊
外
来

女性専用（内科） 令和７年４月から休診
脳神経内科（内科） 鈴木優太郎 午前　予約患者のみ（電話も可）
ステントグラフト外来（心外） 櫻井　　学 午後0：30～
ペースメーカー外来（循内） 〔交替医〕 午後1：00～　
高血圧外来（循内） 青山　里恵 沖野　晋一 （火）第2のみ

（木）第3のみ
小児循環器（小児） 佐藤　純一

河内　　遼
佐藤純一/河内　遼 午後　予約患者のみ

（水）第2・4佐藤、第1・3・5河内
小児神経（小児） 牧野道子/内山　薫 午後　予約患者のみ

（木）第1牧野、第2・3・4・5内山
小児腎臓（小児） 三浦健一郎（月1回） 午後　予約患者のみ
小児アレルギー（小児） 下条直樹/薄井　香 〔交替医〕 （水）第２・４　午前９：00～予約患者のみ

（金）午後2：00～予約患者のみ
小児内分泌（小児） 島﨑　俊介 第1・2・4・5　午後　予約患者のみ

小児外科（外科） 小松　秀吾 午前のみ（午後手術）
遺伝カウンセリング（外科） 青柳　智義 午後1：00～4：00 予約患者のみ（電話も可）
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